
 

           全国公立学校教頭会通信 第 18号               

           き ず な 
           第 62回近畿公立学校教頭会研究大会京都大会 

 

  

令和 6 年度 第 62 回 近畿公立学校教頭会研究大会が、京都市で開催されました。その概要をお伝えします。 

全公教研究部の木里 聡先生（彦根市立稲枝東小学校 教頭）に取材協力をお願いしました。 

 

１ 大会名称  第 62 回 近畿公立学校教頭会 研究大会 

２ 開 催 日  令和６年 11 月 28 日（木） 

３ 開催場所  京都府京都市 国立京都国際会館 

４ 日 程  開会行事 10：00～10：50 記念講演 11：00～12：20  研究協議会 13：30～16：00 

５ 大会の概要 

（１）大会主題 「未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」 

（２）主  催 近畿公立学校教頭会 京都公立学校教頭会協議会 

（３）後  援 京都府教育委員会  京都市教育委員会  京都府中学校長会 

        京都市立中学校長会 京都府小学校長会 京都市小学校長会 

        全国公立学校教頭会 

（４）全 体 会 ①開式の言葉 ②国歌斉唱 ③会長挨拶 ④来賓祝辞 

        ⑤来賓紹介 ⑥次年度開催県より ⑦閉式の言葉 

（５）記念講演 演題 「学校づくりは人づくり」 

        講師 元全国公立学校教頭会副会長・顧問 

           元横浜市立公立学校長 野口 みか子 氏 

（６）研究協議会（分科会） 

①教育課程に関する課題  ②生徒指導に関する課題  

③組織・運営に関する課題 ④人間尊重の教育に関する課題 

⑤教頭の職務に関する課題 

 

６ 大会に参加しての感想 

 午前の記念講演では、人材育成の５つのポイントとして、個々の思いや

願いを生かす・思考を整える（日常の言動を整える）・価値ある体験ができ

る場の提供・協働して課題解決する・他力を借りることが大切であることを示していただいた。また、副校長・

校長として思考が整理（学校として目指すところを明確に）され、安定していると、教職員の自己実現への意

欲が高まり、共に育つ人材育成が図れることを学んだ。 

 午後の分科会では、５分科会にて合計６本の提言発表が行われた。どの分科会においても研究主題に即して、

限られた環境の中でもアイデアを出して具体的な実践事例を報告された。多くの参加者でいっぱいになった各

分科会会場では、小グループに分かれて各校・各市町の実情を踏まえて熱心に協議が進められた。 

 大変景色の美しい会場にて、京都府・市の教頭先生方・関係の皆様の優れたチームワークによりスムーズに

運営され、学びの多い一日となった。 
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